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一
つ
の
本
片
か
ら
鳥
を
彫
り
だ
し
て
彩
色
す
る
野
鳥
彫
刻

「
バ
ー

ド
カ
ー
ビ
ン
グ
」
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
普
及
と
と
も
に
、
自
然

保
護
に
も
つ
な
が
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
頃
か
ら
鳥
や
虫
が
好
き
だ

っ
た
」
と
い
う
小
山
田
美
和

さ
ん
は
、
７
年
前
か
ら
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
月
２

回
の
教
室
に
通
い
な
が
ら
、
写
真
や
図
鑑
を
見
て
、
と
き
に
は
実
際

に
自
分
の
目
で
観
察
し
て
約
１
３
０
体
を
制
作
。
熊
本
市
立
博
物
館

で
行
わ
れ
た
展
示
会
に
も
出
品
し
ま
し
た
。
「
難
し
い
の
は
彩
色
。
色

付
け
に
半
分
の
時
間
を
割

い
て
い
る
」
と
い
う
作
品
は
、
羽
の
細
か

い
部
分
ま
で
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

「知

っ
て
い
る
鳥
は
ほ
と
ん
ど
作
り
上
げ
た
」
と
小
山
田
さ
ん
。
命

を
吹
き
込
ま
れ
て
誕
生
し
た
鳥
た
ち
は
、
今
に
も
大
空
高
く
飛
び
立

と
う
と
し
て
い
ま
す
。

町 の 匠
小山田美和さん (色見・戸狩)
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甲斐 洋介さん

■
日

■■■

菜

永野原・永野原 21歳
●お仕事

草部運送で働いています。

●趣味

ドライス 野球。音楽鑑

賞。にわか。

●一番やりたいこと

沖浄電力魚イ子に行きたい。

彼女を作 りたい。

●理想のタイプ

子どもが好きで家庭的な

人。明るい人。

ん

ぼ く、外で遊ぶの大好 き lお 兄

ちゃん、お姉ちゃん一緒にいっぱ

い遊んでね。

父 高尾  勲さん

母   みゆきさん
(高森・下町)

高森町の人口の動き
世帯数/2,698戸 (+5)
男 :3,598人 (-7)/女 :3,964人 (+8)
総 数/7,652人 (+1)
(平成 17年 7月 31日 現在)

高森町マスコツト

‖o"553 平成17年9月 5日 発行
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■
■
■
■
■

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
http://www.town.takamorLkumamoto.jp/
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T暑請 ,_ 口′ こどもキャンペーン」で高森町を訪れた

l嘔要テグソ
い(D山 古志村 と玄界島の子どもたち。本町で

過ごした2日 間は、一生心に残るものになったのではないで

しょっか。

子 どもたちの夢を応援 し、育ててい くのは私たち大人です。

子 どもたちの大 きな夢を私たち大人があたたか く見守ってい

きたいものです。

9月 11日 は「第 44回 衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官

国民審査」で丸 大人として自覚と良識ある一票を投 じましょう。
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役場支払日 心配 ごと相談 /
芙 13:00～
マタニテ ィ料理

教室/
林 11:00～

勿
万年青会/上
10:00^ヤ
巡回法律相談/
美 13:00～

Ю
高森東小・中学
校合同運動会/
東

第 44回 衆議 院

議員総選挙・最

高裁判所裁判官

国民審査

■
１
１

■
日
１ 12 19 |■・‐

高森温泉館休館日
/温
どぎゃん会/朋
9:30^ν

15
役場支払日

1臨
6か月児相談/林
9:30～
3か月児健診/林
13:30～

17

18
高森中央小学校
運動会/中

嗜拶
敬老会

.| |・

土地・建物相談

13:00～

消費者相談

13:00～

♂、r、

進進 24

つ蘊
ム ぜ

役場支払 日

年金相談/林
10:00～ 15:00

機能訓練あゆみ会/
温 10:00～

舅拶
育児・児童相談
/芙
13:00～

10/

，
Ｌ

ヽ
く
ノ

′

“
ヽ 4

心配ごと相談/
芙 13:00～

役場支払日
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T akamori alendar たかもリカレンダー  ■9月 4日 へ′10月 8日 キ
轡
ン
ペ
ー
鯵

中・高森中央小学校

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>後藤千枝子 江回こつる

■広報送料寄付

藤原 誠一 (静岡県浜松市)

天神第 4隣組

村上 俊次 (佐賀県佐賀市)

お詫びと訂正
広報たかもり8月 号の 9ページ『阿蘇郡市中体連夏季大

会』で、渡邊哲 くんと記載 しましたが、渡邊啓くんの誤 り
でした。お詫びして訂正します。

美…芙蓉館
林…林業総合センター
上・上町集会所

東・高森東中学校
温 ・高森温泉館
朋 朋遊館

0み 0こ こt,L菫
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新潟 【山古志村】

福岡【眠躁鶯】

鱚

YAMAKOSH!
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丁 Rl

森町】●

おくヤみもうにあげ
｀
ます

2005年 7月 受付分 (敬称略)

[住 所]

上色見・洗川

高森 。旭通

高森・上在

高森・下町

[死亡者]

後藤 元男

伊東キミエ

片山  守

江口 照二

[御遺族 ]

後藤千枝子

伊東 展喜

木下 輝 美

江 口こつ る

[年齢 ]

92

84

78

」

　

・

難
警

【山
古
志
中
学
校
　
３
年
】
五
十
嵐
　
里
美
さ
ん

昨
年
１０
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
で
被
災
し

た
山
古
志
村

（
現
長
岡
市
）
の
小
中
学
生
２４

人
と
、
今
年
３
月
の
福
岡
沖
地
震
で
被
災
し

た
玄
界
島
の
小
中
学
生
３０
人
が
、
７
月
３０
日

と
３１
日
本
田
を
訪
れ
、
地
元
子
ど
も
た
ち
と

交
流
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「夢
み
る
こ
ど
も
基
金
」
（事
務
局

・

福
岡
市
）
が
全
国
の
歯
科
医
院
、
歯
科
大
学
、

歯
科
医
療
機
関
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
不
要
に

な
っ
た
金
歯
や
銀
歯
な
ど
補
綴
金
属
の
リ
サ
イ

ク
ル
で
得
た
浄
財
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
の

夢
を
育
み
、
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
福
祉
に
も

役
立
て
よ
う
と
企
画
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

３０
日
に
来
町
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず

湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
を
見
学
。
そ
の
後
、
上

色
見
小
学
校
跡
地
へ
移
動
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
、
花
火
な
ど
を
楽

し
み
、
町
内
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

３１
日
の
午
前
中
は
、
ス
ー
パ
ー
紙
飛
行
機

づ
く
り
や
木
工
品
づ
く
り
を
体
験
。
お
互
い

の
作
品
を
比
べ
あ
う
な
ど
、
す

っ
か
り
仲
良

Ｏ
Ｘ
）

Ｒ
）
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法
律

・
福
祉
無
料
相
談
会

認
知
症

の
父
が
悪
徳
商
法

に
引

っ
掛

か

っ
て
し
ま

っ
た
…
。

母
の
介
護
を
ど
う
し
よ
う
…
。

誰
か
信
頼
で
き
る
人
に
金
銭
管
理
を
ま
か

せ
た
い
。

年
金
が
勝
手
に
使
わ
れ
て
い
る
…
。

も

っ
と
良

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
だ
ろ

つヽ
か
…
。

こ
ん
な
お
悩
み
あ
り
ま
せ
ん
か
？

司
法
書
士
。社
会
福
祉
士
が
無
料
で

「面

接
相
談
」
と

「電
話
相
談
」
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時

９
月
１０
日
（土
）
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所

熊
本
県
司
法
書
士
会
館

（熊
本
市
大
江
４
丁
目
４
番
３４
号
）

○
相
談
電
話
番
号

』
０
９
６
‐
３
６
４
‐
０
８
０
０

○
相
談
員

司
法
書
士
及
び

社
会
福
祉
士

※
面
接
相
談
の
予

約
は
不
要
で
す
。

直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

４

‐

２

８

８

９

計
量
器
の
定
期
検
査

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
法

律
に
よ
り
２
年
に
１
回
検
査
を
受
け
る
よ

う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
日
程

で
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

計
量
器
を
お
持
ち
の
方
は
受
検
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
草
部
地
区

○
日
　
時
　
９
月
２６
日

（月
）

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

○
場
　
所
　
草
部
出
張
所

◎
野
尻
地
区

○
日
　
時
　
９
月
２６
日

（月
）

午
後
１
時
３０
分
～

午
後
２
時
３０
分

○
場
　
所
　
朋
遊
館

◎
高
森
地
区

○
日
　
時
　
９
月
２７
日

（火
）

午
前
１０
時
３０
分
～
午
後
３
時

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

○
持
参
物

計
量
器
、
手
数
料

（
１
台
あ
た
り

５
０
０
円
～
２
、
２
０
０
円
）

○
検
査
対
象
計
量
器

・
商
店
等
で
商
品
の
売
買
に
使
用
す
る

は
か
り

。
病
院
、
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用
の
は
か
り

。
学
校
、
病
院
、
保
育
園
等
で
使
用
し

て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

。
農
協
、
漁
協
等
流
通
物
資

の
集
荷
、

“
■
「
〓

』
７
１

出
荷
等
に
使
用
す
る
は
か
り

・
宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
が
貨
物
の
運

賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

・
農
業
、
漁
協
等
の
生
産
者
が
生
産
物

等
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

圏
お
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
８
１
）

○
工
事
名

味
鳥
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
工
事

第
１
工
区

○
工
　
期

平
成
１７
年
８
月
１７
日
～

平
成
１７
年
１１
月
３０
日

○
契
約
金
額

１
２
、
０
７
５
、
０
０
０
円

○
請
負
者

（株
）
九
電
工

○
工
事
名

味
鳥
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
工
事

第
２
工
区

○
工
　
期

平
成
１７
年
８
月
１７
日
～

平
成
１７
年
１１
月
３０
日

○
契
約
金
額

９
、
６
１
１
、
７
０
０
円

○
請
負
者

（有
）
平
田
電
工

ャンペーン :

凛■

■

ども基金ZJ

け●Q
●

●

ヽ

24時間電話を通して健康をお届けします。
く
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
約
６
０
０
人
が
参
加
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
高
森
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

風
鎮
太
鼓
保
存
会
の
子
ど
も
た
ち
が
風
鎮

太
鼓
を
披
露
し
た
後
、
藤
本
町
長
が

「今
回

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
高
森
町
が
第
二
の
ふ
る

さ
と
に
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
３
人
の

「
夢
」

発
表
に
続
い
て
山
古
志
中
学
校
３
年
の
五
十

嵐
里
美
さ
ん
が

「
全
国
の
人
た
ち
か
ら
頂

い
た
頑
張
れ
と
い
う

一
言
が
と
て
も
う
れ
し

か

っ
た
。
地
震
は
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
」
。
玄
界
小
学
校
６
年
の
井
上
晃
輔

く
ん
が

「
い
つ
も
見
慣
れ
た
光
景
が
変
わ

っ

て
び

っ
く
り
し
た
。
友
だ
ち
が
み
ん
な
無
事

だ

っ
た
こ
と
が
よ
か

っ
た
」
な
ど
と
震
災
時

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
基
金
理
事
の
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ

ン
さ
ん
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
な
ど
５
曲

を
熱
唱
し
子
ど
も
た
ち
を
激
励
。
最
後
に
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
を
書
い
た
手
形
を
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト

ヘ
か
け
、
ま
た
の
再
会
を
約
束
し
て
本
町

を
後
に
し
ま
し
た
。

【玄
界
小
学
校
　
６
年
】
丼
上
　
晃
輔
く
ん

9月 11日 藤 本 医 院

9月 18日 立 野 病 院

9月 19日  馬 原 内 科 医 院

田 医 院

崎 医 院

◎ 9月 のテーマ

輻月曜日
膝に水がたまった ら

鰤火曜日

もしあなたがDVにあつたなら

醸水曜日

清涼飲料水の摂り過ぎと健康障害

爾ホ曜日
糖尿病と抜歯

覇金曜日
慢性疲労症候群

は」ヒ曜日 。日曜 日

陰茎癌

TEL 67-0020

TEL 68-0111

T肌 62-0646

TE1 62-0216

TEL 62-0378

T■ 62-3351

TEL 67-1777

9

9
健康問題 を

24時 間、

日替わりで

お送 l'し ます .

月25日

10月 2日  南郷谷整形外科医院

10月 9日 渡 辺 内 科

-2005.9
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◎お知らせのベージ
新 潟 ・山古志、福 岡・玄界島の友と交流

入
札
結
果
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万
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上
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子どもたちが教えてくれた なこと

||1慶

●震災地

鵬
　
目
目
甲

■

■

■

年
度
も
熊
本
県
に
つ
い
て
は
１
級
～
３
級

の
区
分
に
応
じ
「建
築
大
工
」
や

「機
械
保

全
」
な
ど
３５
職
種

（予
定
）
に
わ
た
っ
て
後

期
技
能
検
定
を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

○
受
検
申
請
受
付

９
月
２６
日

（月
）
～
１０
月
７
日

（金
）

○
実
技
試
験

ｎ
月
２５
日

（金
）
～
２
月
１９
日

（日
）

○
学
科
試
験

１
月
２９
日

（
日
）
、
２
月
１
日

（水
）
、

２
月
５
日

（日
）
、
２
月
１２
日

（日
）

○
合
格
発
表

３
月
１４
日

（火
）

※
熊
本
県
で
実
施
予
定
の
職
種
に
つ
い
て

は
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
職
種
に
よ
り
試
験
日
は
異

な
り
ま
す
。
（実
施
日
程
に
つ
い
て
は
１１

月
下
旬
に
決
定
し
ま
す
）

轟
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
技
能
検
定
課

ＴＥＬ

０

９

６

１

３

８

４

‐

１

７

１

１

独
立
行
政
法
人
雇
用

・
能
力
開
発
機
構

熊
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
共
職
業
訓
練

「総

合
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
科
阿
蘇
コ
ー
ス
」
実

施
に
伴
い
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を
し
た

離
職
者
の
方
々
に
対
し
て
、
再
就
職
に
有

利
に
な
る
よ
う
各
地
域
の
専
門
学
校
等
を

利
用
し
て
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
こ
れ
か

●

ら
就
こ
う
と
し
て
い
る
職
業
に
必
要
な
知

識

・
技
能
を
習
得
で
き
る
よ
う
応
援
を
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
入
学
金
、
受
講
料
は

無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代
１
万
３
千
円

程
度
の
自
己
負
担
金
が
必
要
で
す
。

○
募
集
期
間

９
月
１４
日

（水
）
～
９
月
２９
日

（本
）

○
訓
練
期
間

１１
月
１
日

（火
）
～
１
月
３１
日

（火
）

○
訓
練
会
場

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

阿
蘇
校

（阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
番
地
）

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

雇
用

・
能
力
開
発
機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

６

‐

５

１

０

２

地
域
の
方
々
に
学
校
の
門
戸
を
広
く
開

放
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
生
涯
学
習
の

一
助
と

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン

（ワ
ー

プ
ロ
ソ
フ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
の

入
門
講
座
を
行
い
ま
す
。

○
日
　
時

１０
月
３
日

（月
）
～
１０
月
７
日

（金
）

午
後
６
時
～
午
後
８
時

○
対
象
者

初
心
者
の
方

（
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
、

終
了
の
仕
方
、
入
力
の
基
礎
か
ら
行
い

ま
す
）

○
募
集
定
員
　
２０
名

○
募
集
期
間

●

９
月
５
日

（月
）
～
９
月
１６
日

（金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
費
　
用
　
無
料

※
詳
細
は
、
役
場
、
高
森
高
校
に
準
備
し

て
あ
る
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
高
校

ＴＥＬ

６

２

‐

０

１

８

５

７
月
１７
日
（日
）、小
国
中
学
校
体
育
館
で
阿

蘇
郡
市
少
年
柔
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
幼

児

の

部
　
優
勝
　
桐
原
　
航
太

０
３
年
男
子
の
部
　
２
位
　
本
田
　
龍
生

０
４
年
男
子
の
部
　
優
勝
　
津
留
　
恒
星

０
５
年
男
子
の
部
　
２
位
　
本
田
　
雄
大

０
５
年
女
子
の
部
　
３
位
　
三
森
　
結
衣

０
６
年
男
子
の
部
　
優
勝
　
立
山
宗

一
郎

２
位
　
津
留
将
太
郎

幼
児
の
部
を
除
く
右
記
の
選
手
は
、
９

月
２５
日

（日
）
荒
尾
市
で
行
わ
れ
る
城
北
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

南
阿
蘇
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時
　
毎
週
月

・
木

・
金

午
後
６
時
３０
分
～

午
後
８
時
３０
分

○
場
　
所
　
高
森
中
学
校
体
育
館
武
道
場

爾
お
問
い
合
わ
せ
先

荒
牧
　
久

高
森
東
中
学
校

そ
ば
処
慶
恩

高
森
幼
稚
園
、
高
森
中
学
校

お
や
ど
灯
里
、
第
二
桜
ヶ
丘
保

育
園
、
∽
ヨ
庫
①
国
８
鮮
Ｐ

蹴

■ロー

「

湧
水
ト
ン
ネ
ル

七
夕
ま
つ
り
で
開

催
し
た

「
七
夕
飾

リ

コ
ン
テ
ス
ト
」

の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
特
選

０
１
席

０
２
席

０
３
席

国民健康保険税第 5期の納期限は 9月 30日 (金 )です/高森町役場税務課
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公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

高
森
高
校
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

阿
蘇
郡
市
少
年
柔
道
大
会

「
こ
の
９
ヶ
月
間
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
勇

気
を
も
ら
い
、
人
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
た
」
。

「今
は
い
ろ
ん
な
人
の
助
け
で
生
活
が
で
き
る

こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
」
。

現
在
も
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
山
古
志
中
学
校

３
年
の
五
十
嵐
里
美
さ
ん
と
玄
界
小
学
校
６
年

・　
　
の
丼
上
晃
輔
く
ん
は
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
ま

●
山
吉
志
村
と
玄
界
島
。
ど
ち
ら
も
全
村

・
全

●■―
―
●●
―

篤
避
難
ヽ
今
も
な
お
他
の
学
校
を
間
借
り
し
て

授
業
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
活
の
中
で

●

Ｉ

●

一―

・
　

・

一
，

つ
て
０
る
こ
と
は
感
謝
の
気
持
ち
。
自
衛
隊

■
，

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
復
旧
活
動
で
あ
っ
た
り
、

■

●

．
　
・

．

一
全

‐国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
や
励
ま
し
の
言
葉

で
あ
っ
た
り
。

大
事
な
こ
と
は
日
頃
か
ら
備
え
を
し
、
万
が

一
災
害
が
起
き
た
と
き
、　
一
人
ひ
と
り
が
確
実

に
避
難
す
る
こ
と
が
第

一
で
、
基
本
は

「自
分

の
こ
と
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自
助
の
精
神

で
す
。
し
か
し
、　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が

近
所
に
い
た
ら
、
日
頃
か
ら
地
域
の
み
ん
な
で

声
を
か
け
た
り
、
見
守
っ
た
り
す
る
な
ど
の
共

●
助
の
心

「助
け
合
い
」
や

「支
え
合
い
」
も
重

一
要
で
■
な
い
で
し
よ
う
か
。
震
災
地
の
子
ど
も

一
五
十
嵐
里
美
さ
ん
は
最
後
に
力
強
い
決
意
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト

甕≧「
_

■

1

・黎″
L猛

t口懸〆
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ヨ

コ
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～
あ
な
た
を
乳
が
ん
か
ら
守
る
た
め
に
～

現
在
乳
が
ん
は
女
性
の
が
ん
罹
患
の
第

１
位
で
あ
り
、
熊
本
県
で
も
平
成
１５
年
に

１
２
５
人
の
女
性
が
乳
が
ん
で
尊

い
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

県

で
は
乳
が
ん
予
防
と

マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
乳
が
ん
検
診
啓

発
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
乳
が
ん
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時
　
１０
月
３
日

（月
）

午
後
１
時
か
ら

○
場
　
所
　
熊
本
市
パ
レ
ア
ホ
ー
ル

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
高
齢
者
支
援
総
室
介
護
予
防
班

■
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

（内
線
７
１
１
５
）

県
税
の
災
害
減
免
制
度

相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き

○
不
動
産
所
得
税

家
屋
や
土
地
が
災
害
で
相
当
な
被
害

を
受
け
、
そ
れ
に
代
わ
る
家
屋
や
土
地

を
３
年
以
内
に
取
得
し
た
と
き
　
・

※
な
お
、
被
害
を
受
け
た
日
ま
た
は
納
税

通
知
書
が
届

い
た
日
か
ら
２
ヶ
月
以
内

に
申
請
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１

（内
線
３
２
３
）

・●
●
‥●
一●
●
―
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
―
■
●
一
・●
一
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
―
‐
―
●
一■
一■
●

戦
＝
者
遺
児
‥こ‐‐‐‐よ‐‐る
慰
霊
友
難
一

親
善
事
業
参
加
者
募
集

（財
）
日
本
遺
族
会
は
、
「
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
の

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
並

び
に
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、　
一
律

１０
万
円
で
参
加
で
き
ま
す
。

本
年
度
は
、

１０
月
に
ト
ラ
ッ
ク

・
パ
ラ

オ
諸
島
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

１１
月
に

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
マ
リ
ア

ナ
諸
島
、

１２
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
１
月
に

マ
ー
シ
ャ
ル

・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
２
月

●

恩
給
欠
格
者
．
引
揚
者
の
皆
さ
ま
ヘ

に
台
湾

・
バ
シ
ー
海
峡
の
地
域
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

ＴＥＬ

０

３

１

３

２

１

６

‐

５

５

２

１

（内
線
３
６
５
６
～
８
）

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い

恩
給
欠
格
者
の
方

（該
当
す
る
も
の
の
遺

族
の
方
を
含
む
）
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外

の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

請
求
書
類
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
の
窓

口
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に
請
求
さ

れ
た
方
は
、
再
度
請
求
さ
れ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

ＴＥＬ

０

１

２

０

１

２

３

４

１

９

３

３

面
接
会
の
開
催

熊
本
労
働
局
、
県
下
各

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）
、
熊
本
県
、
熊
本
市

の
協
同
主
催
に
よ
り
、
来
春
大
学

・
短
期

大
学

・
高
等
専
門
学
校

・
専
修
学
校
を
卒

業
予
定
の
就
職
未
決
定
者
及
び
平
成
１７
年

３
月
未
就
職
卒
業
者
の
就
職
支
援
と
県
内

●

企
業
の
若
年
労
働
力
確
保
を
目
的
に

「一ｏ
ぴ

日
く
一
Ｎ
ｏ
ｏ
い
」
学
生
等
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

○
日
　
時
　
９
月
２７
日

（火
）
、

２８
日

（水
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

※
求
入
者
受
付
１２
時
～
、
求
職
者
受
付
１２

時
３０
分
～
１５
時
３０
分

○
場
　
所

興
南
会
館

（熊
本
市
本
山
町
１
３
１
）

○
参
加
事
業
所

熊
本
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業

１
０
０
社

（５０
社

×
２
日
間
）

○
対
象
求
職
者

大
学
等
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
決

定
者
及
び
平
成
１７
年
３
月
末
就
職
卒
業

者

（平
成
１８
年
３
月
高
校
卒
業
予
定
者

は
対
象
と
し
ま
せ
ん
）

※
事
前
申
込
み
不
要

○
参
加
事
業
所
の
申
込
先

事
業
所
管
轄

の
各

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（公
共
職
業
安
定
所
）

隠
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課

ＴＥＬ

０

９

６

１

２

１

１

１

１

７

０

３

技
能
検
定
は
、
働
く
人
々
の
技
能
を
検

定
し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
制
度
で
す
。

個
人
の
能
力
の
証
明
と
し
て
、
ま
た
企
業

に
お
け
る
人
材
育
成
の
手
段
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

鵬
回
嗣

次
の
よ
う
な
場
合
に
、
県
税
が
減
額
ま

た
は
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
税

災
害
で
車
が
使
用
で
き
な
く
な

っ
た

り
、
相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き

○
個
人
事
業
税

個
人
の
事
業
用
資
産
な
ど
が
災
害
で

1~

町県民税第 2期の納期限は 9月 30日 (金)です/高森町役場税務課

議
t

平
成
１７
年
度

（後
期
）
技
能
検
定



・・

Ｌ

，
Ａ

卜往

′
″
Ｉ
　
）
ノ

植
林
さ
れ

迫

る
よ
う

に

根
子
岳
そ
し
て

し
て
い
ま
す
。
冬
で
も
、

道
を
辿
れ
ば
、
汗
を
か
く
ほ
ど
、

幾
重
に
も
連
な
る
石
段
と
石
燈
籠
。

祈
り
の
数
、
願
い
の
数
は
天
に
も

至
る
か
の
、
そ
れ
は
続
き
ま
す
。

こ
ん
な
に
も
険
し
き
外
輪
。
高
さ

は
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
、
そ

し
て
そ
の
幅
は
、
十
メ
ー
ト
ル
を

ゆ
う
に
越
す
か
の
風
穴
。
そ
の
風

穴
洞
を
背
に
、
上
色
見
熊
野
座
神

社
は
、
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
政
府
、
す
な
わ
ち
官
に
よ
っ

て
奨
励
さ
れ
た
、
杉

・
檜
を
植
林

し
た
官
行
造
林
事
業
。
そ
れ
ま
で

は
、
茅
生
い
茂
り
、
鬱
蒼
と
し
た

落
葉
樹
林
は
、
豊
か
な
水
を
育
み

迫
り
来
る
山
々
の
偉
容
が
、
望
め

た
は
ず
で
す
。
氏
神
様
に
お
供
え

物
を
運
び
、
し
め
縄
が
張
り
巡
ら

さ
れ
た
拝
殿
で
は
、
お
祭
り
の
度

に
神
楽
が
舞
わ
れ
ま
す
。
や
が
て

神
楽
の
リ
ズ
ム
は
、
七
月
夏
祭
り

に
な
る
と
、
御
輿
の
歩
調
に
合
わ

わ
り

ま
す
。

に
リ
ズ

ム

の

で
は
な
く
、
神
楽

を
基
本
と
し
た
、
よ
く
似

た
調
子
で
大
鼓
が
叩
か
れ
ま
す
。

五
度
の
音
域
で
唄
わ
れ
る
御
輿

歌
。
八
度
で
表
現
さ
れ
る
現
代
音

楽
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
若
者

は
、
そ
の
音
域
に
と
ま
ど
い
難
儀

で
あ
り
ま
す
が
、
樹
齢
三
百
余
年
、

静
寂
の
な
か
に
奉
納
さ
れ
る
そ
の

御
輿
歌
は
、
五
度
の
音
域
、
伝
統

に
裏
打
ち
さ
れ
た
里
人
の
心
を
表

現
し
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
、
小
型
車
両
な
ら
拝

殿
ま
で
行
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
の
頃
、
ど

う
し
て
私
達
の
氏
神
様
は
こ
ん
な

険
し
い
所
に
あ
る
の
だ
ろ
う
、
修

業
と
言
う

の
な
ら
、
き

つ
と
呪

文
そ
し
て
経
を
唱
え
な
が
ら
、
こ

の
参
道
を
往
来
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

っ
て
い
ま

し
た
。

上
色
見

の
集
落

ほ
ぼ
中
心
地

点
、
中
原
。
洗
川
と
大
村
か
ら
の

●

河
川
合
流
地
点
に
、
年
の
神
社
が

あ
り
ま
す
。
昭
和
初
期
頃
ま
で
の

お
祭
り
に
は
、
近
郊
か
ら
力
持
ち

集
う
、
有
名
な
相
撲
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
熊
の
座
神
社
の
社
務
所

的
性
格
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
周

辺
遺
跡
と
河
川
か
ら
、
古
代
か
ら

当
地
区
の
中
心
地
点
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
も
険
し
い
外
輪
に
鎮
座

さ
れ
る
お
社
に
か
わ
り
、
里
人
が

容
易
に
集
ま
り
や
す
い
こ
の
地
点

は
、
竹
田
往
還
が
は
し
り
、
大
分

か
ら
の
様
々
な
物
資
往
来
拠
点
で

あ
り
ま
し
た
。

二
千
五
六
百
年
も
前
に
、
人
々
の

生
活
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
、
上
色
見
年
の
神
社
周
辺
。
上
色

見
熊
野
座
神
社
、
色
見
熊
の
座
神
社

は
、
典
型
的
な
、
山
岳
修
験
者
の

「峰
入
り
」
と
称
さ
れ
る
、
祈
祷
地

で
あ
り
ま
し
た
。
阿
蘇
坊
中
天
台
宗

西
巌
殿
寺
の
密
教
具
現
の
一
形
式
と

し
て
、
衆
徒
そ
し
て
行
者
に
よ
っ
て
、

山
岳
信
仰
の
聖
地
的
自
然
景
観
を
誇

る
、
上
色
見
南
外
輪
風
穴
に
、
村
社

を
建
立
し
ま
す
。
そ
し
て
翌
年
色
見

井
上
に
分
社
を
設
け
ま
す
が
、
本
来

両
者
と
も
現
在
地
に
は
無
く
、
上
色

見
熊
野
座
神
社
は
、
風
穴
洞
近
く
の

岩
場
に
あ
り
ま
し
た
。
両
者
と
も
、

神
社
と
し
て
の
呼
称
は
、
熊
野
神
社

で
あ
り
ま
す
が
、
神
仏
習
合
の
名
称

田
上
黙
公
子

森
川
そ
よ
子

岡
本
　
琴
司

佐
楢
見
乱
坊

桐
原
　
白
酔

佐
藤
　
重
信

上
井
加
根
女

馬
原
　
馬
笑

松
山
キ
ヨ
子

林
　
　
不
忘

後
藤
　
信
子

は
、
熊
野
権
現
社
で
あ
り
ま
し
た
。

天
台
密
教

の
色
彩
濃
き

「
飯

食

い
祭
り
」
。
多
く
の
伝
統
行
事
、

そ
し
て
色
見
人
に
影
響
を
与
え
た

で
あ
ろ
う
、
修
験
僧
の
お
こ
な
い
。

九
州
で
は
、
色
見
に
だ
け
形
を
留

め
て
い
る

「飯
食
い
祭
り
」
の
儀

式
。
日
光
東
照
宮
地
区
に
残
る
、

驚
く
ほ
ど
に
類
似
し
た
そ
の
祭

典
。
そ
れ
は
、
阿
蘇
山
を
信
仰
の

対
象
と
し
た
、
東
北
地
方
か
ら
も

来
た
で
あ
ろ
う
、
修
験
僧
が
持
ち

込
ん
だ
も
の
で
あ

っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
象
徴
的
に
表

し
た
、
熊
本
市
郊
外

「飯
盛
り
神

社
」
の
、
そ
の
習
俗
は
途
絶
え
ま

し
た
。
絶
大
な
権
力
者
で
あ

っ
た
、

阿
蘇
家
大
宮
司
の
宗
教
的
意
思
伝

達
と
し
て
、
紀
州
熊
野
の
権
現
信

仰
を
こ
の
地
に
は
、
お
奉
り
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。

色
見
井
上

・
山
鳥
に
ま
た
が
る

熊
野
神
社
。
広
大
な
古
墳
丘
に
建

設
さ
れ
て
い
る
か
の
様
相
。
現
に
、

神
社
に
向
か
っ
て
道
路
を
挟
み
左

右
に
、
２
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ

ま
す
。

湧
水
が
あ
り
、
霊
山
阿
蘇

へ
の

登
山
口
で
あ

っ
た
色
見
。
「
お
た
っ

ち
ょ
の
森
」
と
呼
ば
れ
る
、
阿
蘇

家
姫
君
或
い
は
高
貴
な
阿
蘇
家
婦

人
の
墓
地
。
そ
れ
は
、
中
世
阿
蘇

の
、
伝
説
で
は
な
き
、
阿
蘇
大
宮

司
家
と
色
見

「岩
下
家
」
を
結
ぶ
、

壮
大
な

一
族
の
証
で
あ
り
ま
す
。

後
藤
　
愛
子

浦
塚
　
南
天

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
枝

甲
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
穂

史芸

・
ど

北
京
の
夢
は
マ
マ
で
金

そ
ば

嫌
　
取

っ
た
側
か
ら
生
ゆ
る
草

家
出
し
た
子
の
眠
ら
せ
ん

花
結
び
　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
で
覚
え
た
つ

坦
々
と
　
走
り
続
け
た

「あ
そ
ボ
ー
イ
」

見
る
も
嫌
　
猫
撫
で
声
で
近
寄

っ
て

大
誤
算
　
お
め
で
た
だ

っ
た
柔
ち
ゃ
ん

坦
々
と
　
ペ
ン
走
ら
す
る
従
軍
記

親
心
　
口
出
し
す
ぎ
て
嫌
わ
る
る

坦
々
と
　
弟
子
の
お
経
に
ゃ
節
の
無
ア

親
心
　
諭
し
て
帰
し
涙
ぐ
み

POETRY PAGE
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坦
々
と

一
ヒ

士
ロ
トが

一
′
‐
玄
″

ァ
に

波
乱
万
丈
聞
か
せ
さ
す

孫
の
写
真
も
添
え
て
あ
る

只

一
つ
自
慢
の
涼
し
さ
阿
蘇
住
い

蝉
時
雨
川
の
瀬
音
と
に
ぎ
や
か
に

帰
省
す
る
娘
の
荷
物
着
く
秋
立
つ
日

一
人
よ
リ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
蝉
の
声

朝
顔
と
挨
拶
交
し
独
り
者

毎
食
の
飼
に
有
り
が
た
し
胡
瓜
揉
み

6

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
柴
↑
　
田
　
研
二

肥

後

狂

句

長
　
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

シ
リ
ー
ズ
⑬

標高700鷲π納涼祭 (8月 12日 )

おかえリフェスタ (8月 13日 )

上色見地区夏祭り (8月 12日 )
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お
気
軽
に
税
金
相
談
を

９
月
Ｈ
日
は
「警
察
相
談
の
日
」

～
電
話
番
号

「♯
９
１
１
０
」
で
相
談
く
だ
さ
い
～

税
務
相
談
室
は
、
「
も

っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」
、
「
私

の
ケ
ー
ス
は
ど
う
な
る
の
」
な
ど
、
税
金
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
窓
口
で
す
。
税
金
に
つ
い

て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
と
き
は
、
お
気
軽
に
税
務
相
談

室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
面
談
に
よ
る
ほ
か
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
、

い
ず
れ
も
匿
名
で
結
構
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
の
税

金
相
談

（タ
ツ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、税
金
電
話
相
談

（タ
ツ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
）
は
コ
ー

ド
表
が
必
要
で
す
。
コ
ー
ド
表
は
、
税
務
署
や
役
場
等
の

窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

○
税
務
相
談
室
の
上
手
な
利
用
方
法

・
相
談
内
容
を
整
理
し
て
あ
り
の
ま
ま
に

・
事
後
の
相
談
よ
り
事
前
の
相
談
を

・
簡
単
な
相
談
は
電
話
で
、
複
雑
な
相
談
は
面
談
で

■
参
加
申
込

・
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
９

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス

す
庫
ｐ
＼
＼
疑
て
て
ｂ
汁”
・∞
Ｏ
こ．０

電
話
の
税
金
相
談

（タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
）

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

２

６

１

２

２

２

２

○
電
話
番
号

（プ
ッ
シ
ュ
回
線
）
、

公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
か
ら

●   ●

●   ●

♯
９
１
１
０
を
押
せ
ば
、

警
察
本
部
の
警
察
安
全

相
談
室
に
つ
な
が
り
ま

す
。

○
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は
、

０
９
６
‐
３
８
３
‐
９
１
１
０
を
回
せ
ば
、

警
察
本
部
の
警
察
安
全
相
談
室
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
緊
急
の
事
件
、
事
故
の
場
合
は
、
１
１
０
番
を
お
願
い

し
ま
す
。

警
察
で
は
、
緊
急
の
事
件
や
事
故
以
外
で

・
防
犯
や
交
通
問
題

・
暴
力
団
な
ど
に
関
す
る
困
り
ご
と

・
悩
み
ご
と

。
家
庭
内
の
暴
力
や
子
ど
も
の
非
行
、
ス
ト
ー
カ
ー
・
Ｄ
Ｖ

・
事
件
や
事
故
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
不
安
や
危
険
を
感

じ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
一
人
で
お
悩
み
の
方
々
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

※
警
察
の
窓
口
で
の
直
接
相
談
、
電
話
で
の
相
談
の
ど
ち

ら
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
り
の
秋
を
迎
え
、農
作
業
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

農
機
具
に
よ
る
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
農
作
業
で
は
以

下
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

○
農
機
具
の
整
備
や
掃
除
を
す
る
と
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
し
て
。

○
停
車
中
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
後
車
輪
止
め
を
。

○
機
械
操
作
中
は
、
前
後
左
右
の
確
認
を
す
る
こ
と
。

○
無
理
な
傾
斜
を
上

っ
た
り
下
り
た
り
し
な
い
。

○
狭
い
道
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
し
て
走
る
。

○
刈
払
い
機
は
周
囲
に
気
を
つ
け
て
、
ゴ
ー
グ
ル
を
し
ま

し

よ

つヽ
。

○
荷
台
へ
の
飛
び
乗
り
は
し
な
い
。
特
に
お
子
さ
ん
に
は

注
意
を
。

○
で
き
れ
ば
携
帯
電
話
を
持
つ

よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

も
し
、
事
故
が
起
き
た
ら

○
す
ば
や
い
１
１
９
番
通
報

〇
近
く
に
人
が
い
れ
ば
助
け

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

●母割0
‐、ノ
ノ

ｕ あな 萱票には

平成 17年 10月 1日 (土)

9月下旬から国勢調査員がおうかがいいたします。

ヽ

ノ メ
●

メ
リ 『

■
９ 日本の大切な未来が

つまつています。

ヽ

怪死滉∽

=   あなたとこのまちの21世紀のために10月 1日、国勢調査を実施します。

・   5年に 1度、日本に住んでいるすべての人を対象に行う大規模な統計調査です。
.‐

9月 下旬から、国勢調査員が皆さんのお宅

に調査票を配りにおうかがいします。調査票が

お手元に届いたら、10月 1日 現在の皆さんの状

況を記入してください。記入していただく項目は、

男女の別、出生の年月、就業状態、通勤 。通

学地、住居の種類など17項 目です。

調査の結果は、今年の12月から公表します。

まず、人口や世帯数の速報値を、その後「高

齢者世帯の状況」̀び労働力状態、産業別構成」

などを順次集計 。公表していきます。

これらの調査結果は、まちづくりを進める貴

重な資料として役立てていきます。現在、日本

は少子・高齢化が急速に進んでいます。

みんなが暮らしやすいまちをつくっていくた

記入していただいた内容は、統計を作成する

ためだけに使い、調査票は集計後に溶かします。

調査票に書かれたことが他にもれることは絶対

にありませんので、ご安心ください。

10月上旬までに、再び国勢調査員が調査票

を受け取りにおうかがいします。

めには、住宅や福祉、医療の面でどういった

対策が必要かを、調査結果から探っていきます。

そのためには、正しい統計が必要です。もし、

皆さんから回答が得られなかったり、回答内容

が不正確、不完全だと、精度の低い統計になっ

てしまいます。

あなたのまちの未来のために、あなたの現

在を調査票に記入してください。

▼

調査票の

配布

調査票に

記入して

ください

まちづくり
などの

資料と

活用し

調査票は

溶かして

再生紙に

7 rereuoRl Tov/N-2005.9
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集計・公表

■お問い合わせ先 高森町役場 企画財政課 企画係 ■L62-1111(内線 212)
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じ
ん

　

け
ん

か
ん
が

人
権
に
つ
い
て
考
え
る

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
　
　

じ
ん

け
ん

も
ん

だ
い

障
害
者
の
人
権
問
題
っ
て
ど
ん
な
こ
と
が
あ

る

の
？

障
害
の
あ
る
人
は
、
障
害
に
よ
る

こ
と
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
ア

ふ

自

由

さ
も

さ

る

ょ

つヽ

へ
，さ

し不

障
害

の
な

い
人
に
比

さ
れ
て
い
ま
す
。

（障

壁
）
に
よ
り
、

し

ゃ
か

い
さ
ん

き

か

い
　

　

せ

い
や
く

機
会
が
制
約

べ
て
、
社
会
参
加

の

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
？

障
害
者
個
々
人
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
障
害
の

し
ゅる
い　
　
て
い
ど
　
　
せ
いか
つかんき
ょう

種
類

。
程
度
や
生
活
環
境
な
ど
に
よ
ら

て
さ
ま
ざ
ま
で

き
ょ
う

つ
う

　
　
か

だ

い
　
　
　
　
し
ょ
う
が
い

す
が
、
共
通
の
課
題
は
、
障
害
が
あ
る
か
ら
と
い
つ
て

可
能
性
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力

さ

い
だ

い
げ
ん

い
　
　
　
　
　
　
　
し

ゃ
か

い
　

　

い
ち

い
ん
　
　
　
　
　
　
　
ち

い
き

　
　
な
か

を
最
大
限
活
か
し
、
社
会
の

一
員
と
し
て
地
域
の
中
で

暮
ら
す
、
と
い
う
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。

げ

ん
ざ

い
　

　

し
ょ
う
が
い
　
　

　

　
　

　

ひ
と
　
　

　

　

お
お

現
在
、
障
害
の
あ
る
人
に
は
多
く
の
バ
リ
ア
が
あ
り

み
ん
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

　

　

の
ぞ

ま
す
が
、
皆
で
そ
の
バ
リ
ア
を
取
り
除

い
て
い
く
こ
と

け

っ
　
か

て
き

　
　
　
　
し
ょ
う
が
い
　
　

　

　
　

　

ひ
と
　
　

　
　

　
　

ひ
と

に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

住
み
や
す
い
、
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
理
念
が

い　
　
と
ど　　　　し
ゃか
い　　
きず

行
き
届
い
た
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
ろ
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

と

　

　

の
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
が
い

ま
ず
は

「心
の
バ
リ
ア
」
を
取
り
除
く
た
め
、
障
害

ひ
と
　
　

　

　

　

　

　

　

し
　
　
　
き

か

い

の
あ
る
人
の
こ
と
を
知
る
機
会
を
も

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

し
ょ
う
が
い
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
　
こ

せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
き
ょ
う

障
害
を
そ
の
人
の
個
性
と
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

お
う
　
　
　
　
せ

っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ

に
応
じ
て
接
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
よ
う
。

国民年金だより

で

国民年金に任意加入していなかつた下記①、②

の期間内に初診日があり、現在、障害基礎年

金 1、 2級相当の障害状態に該当する方ですL(た

だし、65歳に達するまでの間に障害基礎年金

1、 2級の障害状態に該当された方に限られ

ます)

①平成 3年 3月 以前に国民年金の任意

加入対象であつた学生

②昭和61年 3月以前に被用者年金制度

等に加入(または被用者年金各法の年
金受給等)されていた方の配偶者

※身体障害者手帳等と障害基礎年金とでは、障害等級
の認定基準が異なりますのでご承知おきください。

L対 象 と な る 方
]級 :月額5万円 2級 :月額4万円
・支給額は毎年度自動物価スライ ドがあります。
・所得によつて支給制限される場合があります。
・他の年金を受けている場合は支給制限があります。
・年 6回、偶数月 (2月 ・4月 ・6月 ・8月 ・10月 ・12月)に、

前月までの分が支払われます。

※初回支払など特別な場合は、奇数月に支払いが行われることがあります。

2.支 給 額

請求の窓□は高森町役場国民年金係です。

3.請 求 窓 口

①給付金は、請求のあつた月の翌月分から支給さねます。

②障害認定に必要な書類については、お早めに、個別にお問い

合わせください。(診断書等については、所定の様式が定めら

れてしヽます)

③障害認定には、過去の状況を確認する必要があるため、非常に時

間がかかる場合があります。個々のケースにもよりますが、支給の

決定まで数力月を必要としますので、あらかじめこ了承ください。

なお、支給決定となつた場合は、請求の翌月以降の分がさ

かのぼつて支給されます。

4.こ注意いただきたいこと
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□材料 (4人分)

豚肉薄切 り240
青

g、 片
じそ 8

g, i\L\

マ ト大 1個
〈ごまだれ〉
練 りごま大 さ じ 2

大さじ 5、 砂糖大さ

ック、 ト

じ 1

濃日しようゆ大さじ 1、

ラー油適宜、ねぎ適宜

□作 り方

①たっぶりのお湯に片栗粉をまぶした豚肉を 1枚ず
つ入れて姉でる。姉で上がったらすぐに冷水につ

けて冷ましておく。

②野菜は食べやすい大きさに切り、肉と一緒に器に

盛り付ける。

③たれを調味し、ねぎのみじん切りを混ぜる。

④食べる直前に、ごまだれをかける。

疲労回復効果のある
栄養素を摂りましょう

食欲がなくなる暑い夏には、どのように必要な栄

養素を確保するかが重要なポイントになります。味付

けや調理法を工夫して料理にメリハリをつけ、食欲

中枢を刺激し、食べやすい食事を作るように心がけ

ましょう。そして、疲労回復効果の高い栄養素 (ビタ

ミンBl…豚肉や大豆など、ビタミンB2… レバーや牛

乳なaビ タミンB12… さんまやあさりなど)を積極的

に摂ることが大切です。

・
〓

一

保

健

師
か
ら
あ
な
た

へ
の

動
脈
硬
化
を

予
防
し
よ
う
！

メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
注
目

◆
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
っ
て
な
に
？

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
、
軽
度
の

「高

脂
血
症
」
、
「
血
圧
高
値
」
、
「
高
血
糖
」
の
う
ち
２
つ

以
上
の
リ
ス
ク
を
有
す
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、
最

終
的
に
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
と

い
う
と
て
も
危
険

な
状
態
を
招
く
病
気
で
す
。

◆
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
は
？

①
に
該
当
し
、
か

つ
②
～
④

の
項
目
で
２
つ
以
上

あ
て
は
ま
る
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
診

断
さ
れ
ま
す
。

①
内
臓
脂
肪

（肥
満
）
腹
囲
　
男

８̈５
ｃｍ
　
女
【９０
ｃｍ
以
上

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
ベ
ー
ス
と
な
る

の
が
肥
満
で
す
。
な
か
で
も
内
臓
に
脂
肪
が
た
ま
る

「
り
ん
ご
型
肥
満
」
（お
な
か
ぽ

っ
こ
り
）
は
要
注
意

で
す
。
肥
満
は
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
を
引

き
起
こ
す
ば
か
り
か
、
脂
肪
自
体
か
ら
も
身
体
に
悪

い
物
質
を
作
り
出
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

※
腹
囲
は
ウ
エ
ス
ト
径
で
は
な
く
、

へ
そ
の
高
さ
で

測

っ
た
長
さ
で
す
。

‐
ｌ

ｌ

ヽ

②
高
脂
血
症
予
備
軍

中
性
脂
肪
１
５
０
曜
／
ｄｌ
以
上
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
４０
曜
／
ｄｌ
未
満
の
い
ず
れ
か
ま
た
は

両
方
あ
て
は
ま
る

③
高
血
圧
予
備
軍

収
縮
期
血
圧
１
３
０
８
日
目
的
以
上
、
拡
張
期
血

圧
８５
８
８
目
的
以
上
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
あ
て

は
ま

る

④
糖
尿
病
予
備
軍

空
腹
時
血
糖
値
１
１
０

曜
／
ｄｌ
以
上

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
血
管
を
傷
め
、

動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。
動
脈
の
壁
が
狭
く
な

っ

た
り
硬
く
な

っ
て
も
ろ
く
な
る
と
、
血
液
が
流
れ
に

く
く
な

っ
た
り
、
血
栓

（血
液
の
か
た
ま
り
）
が
つ

ま
り
や
す
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
脈

硬
化
が
こ
わ
い
の
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、

生
活
習
慣
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
年
も
７
月
に
住
民
健
診
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
が
出
る
９
月
に
は
健
診
結
果
説
明
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
健
診
結
果
の
見
方
が
わ
か
ら
な
い
、
身

体
の
健
康
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
栄
養
士
ま
た
は
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

":α

l:ん

ゲ行ι■ι

約
た８５胸隣課
曜
蘭』中陶
暉∝

商
店
街

一
帯
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
葉

こ

の
だ

り
は
、
宝
暦
２
年

（
１
７
５
２
　

督

ヽ
」
■
■
Ｆ 齢

れ崎
いヽ精
語
軸
したのＦ

祭
り
の
初
日
は
、
午
前
零
時

の

「
目

・目

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」一
”

覚
ま
し
」

で
開
幕
し
、
「
子
ど
も
手
踵
甲

口
●
口
・

り
」
、
風
鎮
太
鼓
保
存
会
に
よ
る

［風
鎮
土
「

鼓
」
、
「熊
本
県
警
パ
レ
ー
ド
」
、
あ
団
体
絶
．

』
一　
　
　
‘

７
５
Ю
人
が
参
加
し
た

「風
鎮
総
鷹
ツ
」、

ヒ
■
「向
上
会
に
よ
る

「高
森
に
わ
か
亀

な

嗜
¶ギ
φ
れ
、
夜
に
は
約
１
、３
『
０
夢
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
―
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■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

野尻保育園

完熟トマトに大はしゃぎ
野尻保育園の年長組 と年中組の園児たち11人が

トマ ト狩 りを体験 しました。

これは、瀬井正三さん (津留・山付)の ご好意

により行われたもので、園児たちは真っ赤に熟 し

た トマ トを大はしゃぎでちぎっていました。

「お母さんに持って帰ってプレゼントしよう」と

いう園児たち。最後にきちんと「ありがとうござ

いました」とお礼の言葉も忘れませんでした。

ジャック先生

よろしくお願いします
町のALT(英語指導助

手)と してジャック先生が

就任されました。

ジャック先生はイギリ

ス出身の22歳。オックス

フォード大学を卒業 した

ばか りで、趣味は写真、

散歩、ラグビー、卓球 と

多彩。 日本では空手、習

字などたくさんのことを体験したいそうです。

ジャック先生は「高森は緑が多くてとてもきれい。

町民の人たちもとても親切にしてくれてうれしい」と話し

ていました。

生徒たちへのメッセージ

Dear Takamori Students,
It is great to be in your beautiful townl I look
forward to teaching you. I'm sure we will all learn
lots but most importantly have lots of fun. See you

all soon!

ll TAKAMoRI To\rN-2005.9

第2回 阿蘇クラフトフェアー

天候にも恵まれ大盛況
阿蘇の大自然の中で作 り手と使い手が楽しく会

話 し、涼 しくゆっくりとくつろぎのときを過ごそ

う阿蘇クラフトフェアーが開催されました。

NPO法 人阿蘇 フォークスクール主催により、

旧上色見小学校で行われたこのイベ ントは、天候

にも恵まれ多 くの人が来場。革工芸や竹細工、木

の玩具など見ごたえのある作品に、来場者は真剣

な目つきで見入っていました。

町長旗ナイターソフトボール大会

各試合で熱戦を展開
7月 25日 から「町長旗ナイターソフ トボール大

会」が山村広場で開催 されました。

結果は次のとお りです。

優 勝 ファイヤーマン

準優勝 ダウンタウン

第 3位 旭球友

敢闘賞 SHOWAデ イズニーズ

最優秀選手賞 岩下 悟 (フ ァイヤーマン)

優秀選手賞 甲斐 照男 (ダ ウンタウン)

瀬 田  博 さ ん (河原・市野尾)

家具競技で四連覇
熊本県障害者技能競技大会が県立熊本高等技術

訓練校で行われ、家具競技に参加した瀬田博さんが

見事四連覇を果たしました。

10月 に山口県で開催される全国大会「技能維新 |

きらら山口2005」 に出場する瀬田さんは、「全国大会

ではメダル (3位以内)を獲れるようにがんばりたい」

と言舌していました。

●   ●

●

第22回 梅香苑夏祭会

夏の夜の楽しいひととき
特別養護老人ホーム梅香苑で納涼夏祭会が行われ

ました。

CD  これは、お年寄りと地域やご家族との交流を目的と

して毎年行われているものです。模擬店や風鎮太鼓、

ロアリングサウンズの演奏、花火大会など盛りだくさ

んの企画で参加者は楽しいときを過ごしていました。

子どもや孫と久しぶりに再会したおじいちゃん、お

ばあちゃんはとてもうれしそうでした。

第47回 優良子牛保留奨励品評会

自慢の子牛が勢揃い
町主催の「第47回優良子牛保留奨励品評会」が、

南阿蘇畜協家畜市場で開催されました。

各農家自慢の雌牛58頭が勢揃い。資質・体系 。発

育などについて厳しい審査が行われました。

優等賞は次のとおりです。

若令の部 ほ た る。岡本 和雄 (芹口・古畑)

壮令の部 な な こ・岩下 良治 (色見・戸狩)

黒毛の部 かつひめ ,本田 清二 (上色見・洗川)

下 ,電E瓦額r草部吉見神社は、神武天皇の第一

皇子 日子八井命が祀られており、樹齢 700年 にも及

ぶ杉の本に囲まれた神社です。

午前中に神事、午後からは大小2基のみこしと子ど

もみこしが階段を上って浜床まで練り歩き、神楽の披

露も行われました。

草
部
吉
見
神
社
夏
祭
り

多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
う
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